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　児童・生徒たちの歴史に対する認識を深めていきたい

と、町歴史民俗資料館が行なっている出前授業。

　縄文時代の生活をテーマに、南犬飼中学校で選択社会

として行なわれたシリーズ授業の山場「縄文土器作り」

が、６月17日に同中学校で行われました。資料館「はに

わ会」（人見治男会長）の方たちの指導のもと、それぞ

れ下絵を参考に形を作っていきました。今後の授業では、

土器を焼き上げ、完成した土器で煮炊きをする予定です。
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青少年を非行からまもる全国強調月間･社会を明るくする運動
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　子どもたちが待ち望
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んでいた夏休みがやっ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一………

て来ました

。

勉強やス

ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一･

ポーツ

、

遊びなど

、

さ
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まざまな計画があるこ

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一･

とでしょう

。
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しかし、一方で夏休

みは少年の非行が増え

一一一一･-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-･

る時期でもあります

。
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ちょっとした気の緩みからシンナーに手を出した

り、万引きをしたりする子どもたちがいることも

事実です。

さ
い
。
そ
し
て
、
わ
た
し
た
ち
大
人
が

犯
罪
の
恐
ろ
し
さ
を
話
し
た
り
、
子
ど

も
た
ち
の
悩
み
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自
然
に
社
会
性

や
自
律
心
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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　情報過多の時代といわれる中、子どもたちを取

り巻く社会全体の環境が悪化していることも少な
からず原因があるでしょう

。
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ウエートを占めているのは

、
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しかし

、一

嗇大きな
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わたしたち大人が子
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どもたちとのふれあいや対話を忘れていることで

はないでしょうか。
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　　子どもたちが健やかに伸び伸び成長できる明る
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い社会をつくるために

、

家庭や学校

、

社会などで、

職場、地域

わたしたち大人が親身になって子ど

もたちとふれあい、 対話を心がけましょう。

-一一一一一一一一一一一一

て、非行を防ぎ犯罪を起こさない環境を、
･-‥-一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一･

に作り上げましょう

そし

お互い

　
子
供
が
非
行
に
走
っ
て
し
ま
う
原
因

に
は
、
家
庭
環
境
や
交
友
関
係
、
社
会

環
境
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
自
身
の
問

題
と
し
て
は
「
み
ん
な
や
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
な
甘
え
た
気
持
ち
や
、

「
ス
リ
ル
を
味
わ
う
」
と
い
っ
た
興
味

本
位
の
好
奇
心
が
少
年
犯
罪
の
約
7
0
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
罪
に
対

す
る
意
識
が
足
り
な
い
と
い
え
ま
す
。

尊
兄
だ
気
持
ち
を
も
っ
た
り
大
人
の
世

界
に
興
味
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

成
長
す
る
過
程
に
は
だ
れ
で
も
あ
る
こ

と
で
す
。
問
題
は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち

の
心
の
揺
れ
を
わ
た
し
た
ち
大
人
が
い

か
に
受
け
止
め
、
非
行
に
走
ら
な
い
よ

う
に
導
く
か
で
す
。

みんなでつくる薬物乱用のない社会

　青少年の薬物乱用が後を絶ちません。若いうち

からの薬物乱用は、成長過程の心や体をダメにす

るだけでなく、その後の人生をも大きく左右する

ほど深刻な問題です。そうならないためにも、大

人と子どもが一緒になって、みんなで薬物乱用を

決して許さない社会をつくっていくことが必要で

す。

一
方
、
わ
た
し
た
ち
大
人
も
子
ど
も

地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て

　
　
　
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
場
は
、
家
庭

や
学
校
、
地
域
社
会
な
ど
で
気
軽
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
を
、
未
来

に
希
望
を
も
て
る
明
る
い
環
境
に
改
善

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
た
ち
の
非
行
は
、
周
り
の
環
境
に

敏
感
に
影
響
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
一
番
身
近
な

地
域
社
会
が
▽
凡
と
な
っ
て
、
犯
罪
の

な
い
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
や
家

庭
、
職
場
、
地
域
が
連
携
を
も
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
優
し
い
手
を
差
し
仲
べ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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